
- 1 -

２０２６ 四方山話(04) ２０２６年 9月１１日(金)

「松陰、下田で ！｣

文政１３年(1830)８月４日 長門国萩、松本村・杉家の二男に生まれ
る

全国を旅をして、新しい学問や生き方を
学ぶ ⇒ 佐久間象山を師とする
尊皇攘夷の考えへ

嘉永６年(1853) ６月３日 ペリー、黒船４隻、浦賀に現われる
１２月 「金子重之助」と出会う(最初の弟子)

嘉永７年(1854) １月 ペリー再来日 品川沖まで来る
(東インド艦隊司令長官・大統領特使)

３月３日 日米和親条約結ぶ
ペリー艦隊、下田に回航

松陰、品川から下田に向かう
アメリカに密入国したい・・

３月２７日 松陰、下田の街で乗組員に手紙を渡す
その深夜 弁天島より小舟を出す
ポーハタン号に横付け、乗船する
艦長ペリーに会い、密航をお願いする
条約を結んだばかりなので、断られる
乗ってきた小船が流されていた
舟には刀、象山の手紙がある・・
アメリカの船で戻される
番所に自首する

４月 伝馬町牢屋に入れられる
ペリーより書類が届く
⇒寛大な処分を

６月 ペリー帰国の途へ
９月 罪人の籠で、萩に戻される

１０月２４日 萩の野山獄に「吉田松陰」(武士)
岩倉獄に「金子重之助」(農民・庶民)

嘉永７年 １１月 「二十一回猛子」の号を使う
安政２年(1855) １月２６日 金子重之助 死亡

１２月 松陰出獄


